
 ポケット 

 いっぱいの 

 賛
さん

美
び

 －ぬり絵
え

帳
ちょう

今
きょう

日の ための 
    賛

さん

美
び

を 選
えら

んで 印
いん

刷
さつ

し、
   色

いろ

を ぬって、
   かべに 張

は

ってね。

「主
しゅ

が 造
つく

られた すべての 物
もの

よ、
その まつりごとの 下

した

に ある 
  すべての 所

ところ

で、主
しゅ

を ほめよ。
 わがたましいよ、主

しゅ

を ほめよ。」
（口

こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 103:22）



最
さい

高
こう

の 友
とも

だち

　イエス様
さま

、ぼくの 
最
さい

高
こう

の 友
とも

だちに なって 
くださって、ありがとう！　
イエス様

さま

は 親
しん

切
せつ

で 
思
おも

いやりが あり、
にんたい強

づよ

く、
理
り

解
かい

して くださいます。
イエス様

さま

は いつも、
ぼくの ために 時

じ

間
かん

を 
取
と

って くださいます。
いつも イエス様

さま

を 
頼
たよ

りに できるんです！



あるがままの わたし

　わたしの かみの毛
け

が ボサボサで 
服
ふく

は みだれている 時
とき

でも、ひざを 
すりむいて、すりきずだらけでも、
イエス様

さま

は どんな 時
とき

でも 
わたしを 愛

あい

して くださいます。
イエス様

さま

は、あるがままの わたしが 
特
とく

別
べつ

なんだと 感
かん

じさせて くださいます。



美
うつく

しい 被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

　ぼくは、イエス様
さま

が 造
つく

って くださった 自
し

然
ぜん

や 
すばらしい 生

い

き物
もの

たちや 植
しょく

物
ぶつ

を 観
かん

察
さつ

するのが 
大
だい

好
す

きです。イエス様
さま

の 被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

は 
美

うつく

しいです！　この すばらしい 
世
せ

界
かい

を 守
まも

るために、最
さい

善
ぜん

を 
つくせますように！



わたしの 

すぐ そばで

　イエス様
さま

、毎
まい

日
にち

 わたしの 
すぐ そばに いて くださって、
うれしいです。イエス様

さま

が 
決
けっ

して はなれる ことが ないと 
分
わ

かると、とても 安
あん

心
しん

します。
わたしが、行

おこな

いと 言
こと

葉
ば

に おいて、
イエス様

さま

の 近
ちか

くに いられますように！



ぼくの ペット

　ペットを 感
かん

謝
しゃ

します！　
ペットと いっしょに 遊

あそ

ぶのは 
楽
たの

しくて、多
おお

くの 喜
よろこ

びを 
もたらして くれます。
ペットたちが 幸

しあわ

せで 
健
けん

康
こう

で いられるように、
ぼくが きちんと 世

せ

話
わ

して 
あげられますように。



ぼくは、イエス様
さま

の もの
　イエス様

さま

、ぼくは 幸
しあわ

せな 歌
うた

を 歌
うた

って イエス様
さま

を 賛
さん

美
び

します。あなたは 神
かみ

様
さま

で あり、  
   良

よ

き 方
かた

である ことは 分
わ

かって います。イエス様
さま

は ぼくを 造
つく

って くださったので、
   ぼくは イエス様

さま

の ものです。イエス様
さま

の 愛
あい

に、限
かぎ

りは ありません。
ぼくは、イエス様

さま

を いつまでも、永
えい

遠
えん

に 信
しん

頼
らい

する ことが できます！ 1

1 詩
し

篇
へん

100篇
へん

を もとに



　ぼくが いらいらして、
落
お

ち着
つ

きを 取
と

りもどす 
時
じ

間
かん

が 必
ひつ

要
よう

な 時
とき

、
イエス様

さま

は すぐ そばに
いて くださいます。
イエス様

さま

は、ぼくが 
どう 感

かん

じて いるかを 
理
り

解
かい

するのを 助
たす

けて 
くださいます。
イエス様

さま

と 時
じ

間
かん

を 
過
す

ごした 後
あと

は、
気
き

分
ぶん

が すっきりします！

イエス様
さま

は 心
こころ

を 

落
お

ち着
つ

かせて 

くれる



雨
あめ

を ながめながら

　雨
あめ

が ふって、
外
そと

に 出
で

かけられないと、
がっかりする ことが 
あります。だけど、草

くさ

や 
木
き

には 水
みず

が 必
ひつ

要
よう

なので、
雨
あめ

でも 良
よ

かったと 思
おも

います。
雨
あめ

は ほこりを 洗
あら

い流
なが

し、
植

しょく

物
ぶつ

に 栄
えい

養
よう

を くれます。
それに、アヒルも 喜

よろこ

びます。
イエス様

さま

は、ぼくを よく 
世
せ

話
わ

して くださるように、
ご自

じ

身
しん

の 被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

の 世
せ

話
わ

も、
よく して くださいます。



イエス様
さま

の 愛
あい

と 世
せ

話
わ

を 

感
かん

じます

イエス様
さま

に 感
かん

謝
しゃ

する 時
とき

は いつも、
どうしたら いいか 知

し

っています。
イエス様

さま

に ハグして、
イエス様

さま

は ぼくの 最
さい

高
こう

の
友
とも

だちだって 言
い

います。
本
ほん

当
とう

の ことだから！

イエス様
さま

は いつも、
喜

よろこ

んで ぼくと 時
じ

間
かん

を 過
す

ごして 
くださいます。いつでもです。

ぼくが うれしい 時
とき

も、
落
お

ちこんでいる 時
とき

も、
どんな 丘

おか

を 登
のぼ

る 時
とき

も、
助
たす

けて くださいます。

イエス様
さま

は ぼくを 見
み

守
まも

って 
くださいます。

イエス様
さま

が いつも すぐ そばに いると 
分
わ

かって います。
イエス様

さま

は ぼくに 喜
よろこ

びを もたらし、
ぼくを ほほ笑

え

ませて くれます。
イエス様

さま

の 愛
あい

と 世
せ

話
わ

を 感
かん

じます。



犬
いぬ

を 感
かん

謝
しゃ

します

　ぼくの 犬
いぬ

は、
やさしくて 
思
おも

いやりが あります。
ぼくが 悲

かな

しんで いると、
鼻
はな

を おし付
つ

けて、
元
げん

気
き

付
づ

けて くれます。
愛
あい

されて いると 感
かん

じさせて 
くれます。イエス様

さま

、
こんなに いろんな 方

ほう

法
ほう

で 
愛
あい

を くださる ことを 
感
かん

謝
しゃ

します。ぼくも、
自
じ

分
ぶん

の 犬
いぬ

を ちゃんと 
世
せ

話
わ

して、たくさんの 
愛
あい

を 示
しめ

して 
あげられますように！



イエス様
さま

と ぼく

　こんなふうに、イエス様
さま

と 
二
ふたり

人っきりの 時
とき

が 楽
たの

しいです。
イエス様

さま

に 話
はな

しかけたり、
イエス様

さま

が 話
はな

して くださる 
いろんな ことに 耳

みみ

を かたむけるのが 
好
す

きです。イエス様
さま

は、決
けっ

して 
いそがし過

す

ぎる ことは ありません。
イエス様

さま

と 二
ふたり

人っきりの 時
とき

、
ぼくは もっと 愛

あい

されて いるように 
感
かん

じます。



イエス様
さま

の 

手
て

の 中
なか

に

　イエス様
さま

は、ちっぽけな 
虫
むし

から 大
おお

きな 山
やま

まで、世
せ

界
かい

を 
すっぽりと 包

つつ

んで おられます。
イエス様

さま

は、大
おお

きな 人
ひと

も 
小
ちい

さな 人
ひと

も、若
わか

い 人
ひと

も 
年
とし

老
お

いた 人
ひと

も、みんなが 
あなたの すばらしい 愛

あい

を 
知
し

る ことが できるように、
一
ひとり

人一
ひとり

人を だきしめて 
くださいます。わたしも、
あなたの 愛

あい

情
じょう

深
ぶか

い 手
て

の 中
なか

に 
います。そこが、わたしが 
最
さい

高
こう

に 幸
しあわ

せで いられる 場
ば

所
しょ

です！



イエス様
さま

は 

わたしを 

幸
しあわ

せに 

してくれる

　イエス様
さま

と いっしょに 
時
じ

間
かん

を 過
す

ごすと、わたしは 
うれしく なります。
イエス様

さま

は いつも、わたしの 
話

はなし

を 聞
き

いて くださいます。
いっしょに 喜

よろこ

び、笑
わら

って 
くださいます。わたしが 
落
お

ちこんでいる 時
とき

には、
どうやって 元

げん

気
き

付
づ

けるのかも 
ご存

ぞん

じです。イエス様
さま

は わたしを 
幸

しあわ

せに して くれます！



イエス様
さま

は、

いつも すぐ 

そばに 

おられる

　イエス様
さま

、ぼくは 
静
しず

かに すわって、
イエス様

さま

の ことを 考
かんが

えるのが 
好
す

きです。イエス様
さま

に 感
かん

謝
しゃ

できる 
ことは いっぱい あって、その 
すべてを 言

い

い表
あらわ

す ことは できない
くらいです。だけど、ただ 目

め

を 
閉
と

じて イエス様
さま

の ことを 思
おも

い、
イエス様

さま

が すぐ そばに 
おられると 知

し

るだけで 
十

じゅう

分
ぶん

な ことも あります。
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“Coloring Book: A Pocketful of Praise”--Japanese

賛
さん

美
び

の メモ

　イエス様
さま

に 
感
かん

謝
しゃ

したい ことを 
考

かんが

えてごらん。
それらを 書

か

き記
しる

したり、
それを 表

あらわ

す 絵
え

を かいて 
みよう。その後

あと

、
感
かん

謝
しゃ

する ことを 
思
おも

い出
だ

せるように、
この 紙

かみ

を ベッドや 机
つくえ

の 
そばに 張

は

って おこう。

https://www.mywonderstudio.com/ja/



